
熊本高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 ヒューマン情報処理
科目基礎情報
科目番号 HI514 科目区分 専門 / 選択
授業形態 授業 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 人間情報システム工学科 対象学年 5
開設期 通年 週時間数 1
教科書/教材 北原　義典，講談社，イラストで学ぶヒューマンインタフェース
担当教員 清田 公保
到達目標
以下の項目が達成できること．（１）ヒューマンインタフェースの概念を理解し，説明できる．（２）ヒューマンインタフェースの基本概念が
生まれた歴史を理解できる．（３）人間の情報処理モデルやヒューマンエラーへの予防的対策について簡単に説明ができる．（４）ユーザイン
タフェース設計の原則について理解し，説明できる．（５）インタフェースの具体的な機器として，ポインティングデバイスやＧＵＩ設計の基
本事項について説明できる．（６）応用として，ユニバーサルデザインなどの社会システムへの実装について考察できる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1
ヒューマンインタフェースの基本
概念

ヒューマンインタフェースがシス
テム設計に必要な理由を十分理解
して説明できる．人類が道具を持
ち，機器の開発からコンピュータ
システムへの応用にいたるまでの
歴史を理解し，ヒューマンインタ
フェースの研究開発の流れを説明
できる．

ヒューマンインタフェースがシス
テム設計に必要な理由を簡単に説
明できる．ヒューマンインタフェ
ースの研究開発の流れを説明でき
る．

ヒューマンインタフェースがシス
テム設計に必要な理由を説明でき
ない．ヒューマンインタフェース
の研究開発の流れを説明できない
．

評価項目2
人間の情報処理モデルとヒューマ
ンエラー

コンピュータにおけるヒューマン
インタフェースモデルと人間の情
報処理モデルを関連づけて具体的
に説明できる．ヒューマンエラー
の原因，予防対策などを具体手に
列挙し説明できる．

コンピュータにおけるヒューマン
インタフェースモデルと人間の情
報処理モデルを関連づけて概略を
説明できる．ヒューマンエラーの
原因，予防対策などを一例をあげ
て説明できる．

コンピュータにおけるヒューマン
インタフェースモデルと人間の情
報処理モデルを関連づけて概略を
説明できない．ヒューマンエラー
の原因，予防対策などを一例をあ
げて説明できない．

評価項目3
ユーザインタフェース設計の原則

人間中心設計の概念と重要性を詳
細に理解し，ユーザインタフェー
スの原則を列挙し，具体的に説明
できる．　情報処理における入力
機器やポインチング機器の原理を
十分理解し，利用上の長所や短所
を説明できる．

人間中心設計の概念と重要性をあ
る程度理解し，ユーザインタフェ
ースの原則の一例を説明できる
．情報処理における入力機器やポ
インチング機器の原理を一例をあ
げてを説明できる．

人間中心設計の概念と重要性を理
解できず，ユーザインタフェース
の原則の一例を説明できない．
情報処理における入力機器やポイ
ンチング機器の原理を一例をあげ
てを説明できない．

ユニバーサルデザインと評価
身の回りの環境における,システム
デザインの基礎を十分理解し，そ
の評価ができる．

身の回りの環境における,システム
デザインの基礎をある程度理解し
，その評価を簡単にすることがで
きる．

身の回りの環境における,システム
デザインの基礎を理解できず，そ
の評価ができない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 　ヒューマンインタフェースの概念や人間の特性に基づく機器やシステム，ソフトウエアのユーザインタフェース設計

技法について体系的に学習し，システム設計時に必要な基本設計思想などの概念を習得する．

授業の進め方・方法

　下記の目標に沿った講義を評価演習を交えて行う．（１）ヒューマンインタフェースの概念を理解し，説明できる
．（２）ヒューマンインタフェースの基本概念が生まれた歴史を理解できる．（３）人間の情報処理モデルやヒューマ
ンエラーへの予防的対策について簡単に説明ができる．（４）ユーザインタフェース設計の原則について理解し，説明
できる．（５）インタフェースの具体的な機器として，ポインティングデバイスやＧＵＩ設計の基本事項について説明
できる．（６）応用として，ユニバーサルデザインなどの社会システムへの実装について考察できる．

注意点 2単位学修単位であり、規定授業時数は60時間である。自学自習の時間(年間に30時間)ではインタフェースに関する基
本用語の理解、基本設計の演習レポート作成、インタフェース評価演習およびレポート作成などを行う。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス：シラバスの内容および到達目標、評価方
法等の概要説明

本科目の内容，目的，カリキュラムとの関連性などを
理解し，評価方法の確認ができる．

2週 ヒューマンインタフェースの概念１
ヒューマンインタフェースの設様々な観点から、ステ
ム設計に必要であることの概念を理解し，説明できる
．

3週 ヒューマンインタフェースの概念２ ヒューマンインタフェースに必要なヒューマンファク
タと人間工学の基礎的な説明ができる。

4週 ヒューマンインタフェースの概念３ 同上
5週 ヒューマンインタフェースの概念４ 同上

6週 ヒューマンインタフェースの歴史１
人類が道具を持ち，機器の開発からコンピュータシス
テムへの応用にいたるまでの歴史を理解し，ヒューマ
ンインタフェースの研究開発の流れを説明できる．

7週 ヒューマンインタフェースの歴史２ 同上
8週 中間考査

2ndQ

9週 人間の情報処理モデル１ コンピュータにおけるヒューマンインタフェースモデ
ルと人間の情報処理モデルを関連づけて説明できる．

10週 人間の情報処理モデル２ 同上
11週 人間の情報処理モデル３ 同上
12週 人間の情報処理モデル４ 同上

13週 ヒューマンエラー１ ヒューマンエラーの原因，予防対策などを列挙できる
．

14週 ヒューマンエラー２ 同上



15週 前期定期試験
16週 答案返却と解答説明

後期

3rdQ

1週 ユーザインタフェース設計の原則１ 人間中心設計の概念を理解し，ユーザインタフェース
の原則を列挙し，説明できる．

2週 ユーザインタフェース設計の原則２ 同上
3週 ユーザインタフェース設計の原則３ 同上

4週 ユーザインタフェース設計の原則４ 人間中心設計の概念を理解し，具体的な事例をあげて
，シンボルなどの評価が簡単に説明できる．

5週 ユーザインタフェース設計の原則５ 同上

6週 インタフェースの具体的な応用事例１ 　情報処理における入力機器やポインチング機器の原
理を理解し，利用上の長所や短所を説明できる．

7週 インタフェースの具体的な応用事例２ 同上
8週 中間考査

4thQ

9週 インタフェースの具体的な応用事例３ 　情報処理における入力機器やポインチング機器の応
用例を示し、説明できる．

10週 インタフェースの具体的な応用事例４ 同上

11週 ユニバーサルデザインの評価１ 代表的なユニバーサルシステムデザインの基礎を理解
し，その簡単な評価方法が行える．

12週 ユニバーサルデザインの評価２ 同上
13週 ユニバーサルデザインの評価３ 同上

14週 ユニバーサルデザインの設計 簡単なユニバーサルデザイン（シンボル）などを利用
して、設計ができる.

15週 後期定期試験
16週 答案返却と解答説明

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

定期試験 レポート 合計
総合評価割合 80 20 100
基礎的能力 50 20 70
専門的能力 30 0 30
分野横断的能力 0 0 0


